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宇塚・岡・藤本（2017）では、1999 年 11 月から 2017 年 3 月にかけて岡山大学留学生相
談室が関与した住居関連領域事案について、相談記録ノートを整理分析することによって、
岡山大学に在籍する留学生が直面した住居関連問題を明らかにした。同研究の分析対象期
間内に 264 件の事案が発生したが、そのうちの 128 件が本学の留学生宿舎に関わる事案で
あった。 
21 世紀初頭において岡山大学の留学生宿舎は、桑の木留学生宿舎（収容定員 150 人）の
みであったが（１）、現在では福居留学生宿舎（同 21 人）、国際交流会館（同 73 人）、国際
学生シェアハウス（同 120 人）が加わり、4 施設に増加している。 
本稿では、宇塚・岡・藤本（2017）とは視点を変えて、留学生宿舎を教育資源として活
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例を調査し、「居室と共有部分の空間構成」と「RA などを活用した運営上の工夫」の 2 つ
の観点から混住寮の特徴を明らかにした吉田・田中・飯田（2016）がある。 
このほかに、国際寮をグローバル人材育成の場として捉えた牧田（2013）、人材育成機






















 宇塚・岡・藤本（2017）は、過去 17 年 5 か月間に岡山大学留学生相談室に持ち込まれた
住居領域関連事案 264 件を①民間住宅、②岡山大学宿舎、③その他に整理し、分析してい





















RA 制度が導入されてから 4 年が経過した桑の木寮に焦点を絞って、その効果的な運営を模
索し、教育資源としての活用を再検討することには大きな意義がある。本稿では、先ず 1999





 2014 年秋の RA 導入以前に桑の木寮において発生した大きな問題は次の 4 点である。 
①2000 年から 2002 年度 12 月：ガスコンロや洗濯機を部外者が使用 


















④1999 年度後期～2014 年度前期：不審者の出没 
 主として管理人が不在である平日の夜間、或いは休日に不審者が出入りし、入居者であ




















 しかし、2014 年春から RA 待望の声が高まると同時に、前述の通り文部科学省が留学生
30 万人計画推進の一環として、留学生の住環境整備のあり方を示し、留学生と日本人学生
の混住寮を推奨する方針を打ち出したことが大きな後押しとなって、2014 年 10 月に桑の
木寮の各階に 1 人ずつ日本人学生を RA として入居させることが実現した。 























































 桑の木寮では、4 月と 10 月におおよそ半数の寮生が新たに入居する。そこで、入寮時の


























台の購入などいろいろなアイディアが生まれた。8 人の RA の専攻や学年は文系、理系、学
部生、大学院生と多様で、趣味や興味も異なるため、それぞれが得意なことを持ち寄って













 2014年 10月から 2018年 3月現在までに13名の RA学生が卒業して岡山大学を離れたが、
そのうち、半年以上 RA を務めた 9 名の学生に RA の終了時にアンケートを依頼し、7 名か
ら回答があった。7 名の内訳は、学部 4 年生 3 名、大学院 2 年生 4 名、男子 5 名、女子 2
名である。アンケート内容は、主に１）RA を志望した動機、２）RA の仕事について 3)RA
の経験から得たものの 3 つに分類できる。 
 
5.2 調査結果 




それぞれ 1～2 名だった。 
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図 1 RA ヘルプデスクにおける相談内容と割合 
  
RA の仕事量については、6 点満点中、平均 5.3 点でとほとんどの学生が「仕事量が多い」
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 表 2 RA 業務が難しいと感じた理由（満点 30 点） 
その場で判断しなくてはいけない 22 コミュニケーションをとるのが難しい 11 
すぐ対応できないことがある 17 留学生と信頼関係を作るのが難しい 8 




「RA を友人に勧めるか」「もう一年在学するとしたら RA を続けるか」という質問には全員
が「はい（Yes）」と回答している。 
 
表 3 やりがいを感じた業務（満点 30 点） 
ヘルプデクス 28 月例ミーティング 6 
RA 主催のイベント 16 掃除キャンペーン 5 
夜間緊急時の対応 10 ごみ出し指導・サポート 4 
入寮サポート 10 RA ミーティング 3 
入寮オリエンテーション 7 サタディドーナッツ 2 
退寮オリエンテーション 7 ドネーション物品管理 1 
デスク時間外での対応 7 鍵の管理 1 
 
表 4 特に負担を感じなかった業務（満点 30 点） 
サタディドーナッツ 16 退寮オリエンテーション 5 
鍵の管理 12 デスク時間外での対応 5 
ヘルプデスク 11 RA ミーティング 5 
 





それほど負担に感じなかった、という学生が 3 名ほどいた。このイベントは、4 月と 10 月
の毎週土曜日の朝 9 時から準備を要し、イベントは約 2 時間、終了後は 1 時間半ほど片付
けに時間がかかる。それでも、負担に思わない理由としては、イベントがルーチン化して
いて学生も心理的な負担が少なかったことと、RA 学生自身も新入生との初めての交流を楽


















表 5 RA 業務を通して身に着いた、向上したスキル（満点 30 点） 
柔軟性 14 日本語 9 プレゼン力 6
異文化理解力 14 チームワーク 8 自己管理力 3
問題解決力 10 外国語 8 指導力 3
コミュ二ケーション 11 忍耐力 8 計画性 2
企画運営能力 10 説得 ７ ボランティア精神 2
リーダーシップ 9 判断力 6 自己 PR 2
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表 6 RA を務めてよかったこと（満点 30 点） 
スキルが身に着いた 22 留学生に頼りにされていると実感できた 4
人間的に成長した 22 他人に感謝するようになった 4
日本人の友人ができた 14 積極的になった 4
留学生の友人ができた 10 打ち込むものができた 4
就職に有利だった 9 偏見がなくなった 4
自信がついた 8 嫌いな人にも対応できるようになった 3
自分自身を知ることができた 5 自分の意見を言えるようになった 1
 
 最後に RA を務めてマイナスになったことについては、時間がない、寮生の言動に対し
て注意するようになった、責任感のない人を軽蔑してしまう、などが上がった。日本人は
一般的に海外で無防備になり、軽犯罪の被害にあったりすることを考慮すれば、人のよい
RA 学生が国際標準の注意力を身につけたともいえるが、この項目でも RA 業務に時間を取
られたこと、責任感や緊張感をもって RA を務めたことが伺える。 
 
表 7 RA を務めてマイナスだったこと（満点 30 点） 
時間がなくなる 17 性格がすさんだ 4
留学生と気軽につきあえなくなった 12 日本人の言葉を簡単に信用しないようになった 2
留学生の言葉を簡単に信用しないようになった 9 外出が減った 2
責任感のない人を軽蔑してしまう 6 留学生の欠点が目につくようになった 1
他の RA とつきあうことが多くなった 5
 
5.2 調査結果と考察 
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休日の昼間や平日の夜 10 時前までの時間帯に LINE を通じて行われた。RA 配置 1 年目は RA
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(1)桑の木留学生宿舎は、2011 年 3 月までは「岡山大学外国人留学生・研究員宿泊施設」
という名称であり、収容定員 150 人のうち、留学生が 132 人、研究員が 18 人であった






棟に 1 人ずつ RA を配置する提案書を上司に提出したが、入居規則を理由に却下された。 
  
７．結び 
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資料：「RA アンケート調査」（抜粋）                   
1) RA に応募した動機は何ですか？（複数回答可） 
1. 英語力維持・向上のため  
2. 留学生と交流したい 
3. 留学生と友達（知り合いに）なりたかった 













17. その他（                                ） 
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2) 実際 RA を務めてみてどうでしたか？ 
仕事の量   





A. 病気やケガなど  B. 学業（宿題）に関すること C. 生活一般（手続き） 
D. 寮生活（規則）に関して E. 友人関係の悩みや相談  
F. 悩みなどではなく、友達としての会話 G．日本や岡山に関する情報  
H. 自国の友人・家族に関して I. 留学後の進路について J.その他（            ）  
     ＝＞    ＝＞    ＝＞    ＝＞  
4) RA の仕事の難しさについて 
6（大変難しい） 5（難しい） ４（普通）  3（やや簡単）  2（簡単） １（わからない） 
 
5) RA の仕事の中で難しいと思ったことはどんな点ですか？難しいと感じたものに全て〇をつけ
てください。その中で、特に難しいと思った 5 つを選び、順に並べてください。 
 
A. 留学生とのコミュニケーションがとれない  B. 言葉が通じない  
C. その場で判断できないことがある 
D. すぐに対応しなくてはいけないことがある  E. 留学生が引きこもる  
F. 留学生と信頼関係を築くのが難しい     G. 他の RA と信頼関係を築くのが難しい  
H. 時間を確保するのが難しい           I. その他（                   ） 




A. 入寮の手伝い B. 入寮オリエンテーション C. サタディドーナッツ 
D. ヘルプデスク  E. RA 主催のイベント（                ）  
F. 夜間・緊急時の対応 G. おそうじキャンペーン H. ゴミの処理  
I.  退寮オリエン J. ドネーションの管理 K. 鍵の管理   
L. RA ミーティング M. 月例ミーティング  
N. ヘルプ時間以外のサポート   O. その他（                      ）  
   ＝＞    ＝＞    ＝＞    ＝＞  
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7) RA の仕事の中にやりがいを感じましたか？
6（強く感じた） 5（やや感じた） ４（普通） 3（やや感じない）2（あまり感じない）１（わからない）
8) RA の仕事の中でやりがいを感じたことは何ですか？やりがいを感じたこと全てに〇をつけ、そ
の中で、特にやりがいを感じたものを５つ選び、感じた順に並べてください。
 A. 入寮の手伝い B. 入寮オリエンテーション C. サタディドーナッツ 
D. ヘルプデスク  E. RA 主催のイベント（                ）  
F. 夜間・緊急時の対応 G. おそうじキャンペーン H. ゴミの処理  
I.  退寮オリエン J. ドネーションの管理 K. 鍵の管理  
L. RA ミーティング M. 月例ミーティング  
N. ヘルプ時間以外のサポート  O. その他（  ） 
 ＝＞    ＝＞    ＝＞  ＝＞ 
9) RA を務めて身についた・向上したスキルは何ですか？身についたスキル全てに〇をし、その
中で特に身についてよかったスキル５つ選び、よかった順に並べてください。
A.  語学力（英語・その他）  B. 日本語力  C. コミュニケーション能力 
D.  説得力   E. 自己 PR 力      F. プレゼンテーション能力 
G.  リーダーシップ   H.  チームワーク力 I. 異（多）文化理解力  
J.  忍耐力   K. 柔軟性       L. イベント計画・運営能力 
M.  ボランティア精神   N. 自己管理力    O. 問題解決能力 
P.  計画性   R. 判断力（臨機応変に）  S. 事務能力 
T.  ユーモア―のセンス  U. 指導力        V.その他（   ） 
＝＞    ＝＞  ＝＞  ＝＞ 
10) RA を務めてよかったと思うことは何ですか？ よかったと思うこと全てに〇をし、その中で特に
よかったと思うことを５つ選び、よかった順に並べてください。
A. 13）のようなスキルが身についた    B. 留学生に対する偏見がなくなった。
C. 留学生の友達ができた          D. 日本人の友達ができた




J. 就職に有利になった            K. 人間的に成長した
L. 留学生に頼りにされていると実感できた M. 日本人学生に頼りにされていると実感できた
N. 自分に自信がついた  O. 自分のことがわかった
P. 以前より他人に感謝するようになった R. その他（                      ）
＝＞  ＝＞  ＝＞  ＝＞ 




A. 留学生と気軽に遊べなくなった     B. 留学生に対する偏見ができた 
C. 留学生の言うことを簡単に信用できなくなった。（疑ってしまう） 
D. 日本人学生の言うことを簡単に信用できなくなった。（疑ってしまう） 
E. 留学生よりの他の RA とばかり付き合うようになった 
F. 留学生の欠点が目に付くようになった  G. .少数の例外を除いて、留学生が嫌いになった 
H. 日本人の欠点が目に付くようになった   
Ｉ.  多（異）文化に対して理解がない人を軽蔑してしまう  
J. 仕事に責任感のない人を軽蔑してしまう（以前はあまり気にならなかったが） 
K. 以前より外出しなくなった       L. 成績が落ちた（学業に興味が薄れた）    
M. 就職活動が十分にできなかった     Ｎ. 性格がすさんだと思う         
O. その他（                                         ） 
＝＞    ＝＞    ＝＞    ＝＞  
12) 桑の木 RA を後輩や他人に尋ねられたら、どのように答えますか？また、RA に興味のある後
輩や他人に勧めますか？ 
13) 卒業までにもう 1 年あるとしたら、RA を務めたいですか？  
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